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令和5年
かながわ日体未来塾

〇わかりやすい指導案

(実技分野 体育学習)

担当 さとう ひろつぐ

講師 佐藤 宏継

これから教育実習に向けた指導案づくりのポイントを説明します。【クリック】
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保健体育

基礎基本を確実に身に付け、
いかに社会が変化しようと、
自ら課題を見つけ、学び、考
え、判断、行動し、よりよく問
題を解決する資質や能力

文部科学省

確かな学力 豊かな人間性 健康や体力

自らを律しつつ、他
人とともに協調し、
他人を思いやる心
や感動する心など
の豊かな人間性

生きる力(超高齢 少子 社会)

たくましく生きるた
めの健康や体力

学習指導要領の基本理念学習指導要領の考え方

知識及び
技能

思考力・判断力、
表現力等 学びに向かう力

人間性等

確かな学力
知識の活用

豊かな人間性
共生社会

健康や体力
健康寿命

指導評価の考え

学習指導要領の考え方確認です。 生きる力(超高齢 少子社会で生きる力の育成)

の考えは継続されており、 知識の活用、共生社会、健康寿命への内容が加わりま
した。 併せて指導と評価の観点が変更されました。【クリック】
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考え方は継続

保健体育

基礎基本を確実に身に付け、
いかに社会が変化しようと、
自ら課題を見つけ、学び、考
え、判断、行動し、よりよく問
題を解決する資質や能力

文部科学省

確かな学力
知識の活用

豊かな人間性
共生社会

健康や体力
健康寿命

自らを律しつつ、他
人とともに協調し、
他人を思いやる心
や感動する心など
の豊かな人間性

生きる力

たくましく生きるた
めの健康や体力

(現)と(新)学習指導要領の関係 指導 評価の観点

思考・判断
態度技能

知識

知識・技能
思考・判断
・表現

主体的に学習
に取り組む態度

旧学習指導要領の指導と評価の観点と現行との関係ですが、今までの技能と知識
が知識・技能に、今までの思考、判断が思考・判断・表現に、今までの関心、意欲、
態度が、主体的に学習に取り組む態度に変わりました。それらは、矢印が示すような
関係になっています。【クリック】



求められる授業とは

○生徒の側から見た時 教師の側から見た時

（１）実態に応じた指導（計画）である。

① 指導（計画）が生徒の実態に即している

（２）運動する楽しさを味わわせてくれる。

② 運動の特性を理解している。

（３）できなかったことが、できるようになる。

③ 技能指導のポイントを的確に指導できる。

旧学習指導要領でも、現行の指導要領でも求められている授業は、この内容がある
かどうかです。

青字は生徒側から見た求められる内容。赤字は教師側の内容です。【クリック】
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（４）友だちと仲よく協力して取り組み、達成感

や成功感が味わえる。

④ 生徒が主体となった学習活動を取り入れ

ている。

（５）体力が向上し、より健康になる。

⑤ 体力の状況等を踏まえて計画的に指導を

行っている。

（６）生涯を通して、運動するための基礎を

培ってくれる。

⑥ 生徒に学習の計画等を立てさせている。

求められる授業とは

生徒主体の授業展開で、単元計画は教師が考えますが、授業展開は、生徒の学習
状況によって変化したり、課題解決に対するアドバイスなどの支援が求められていま
す。【クリック】

5



学習指導案作成のポイント

３ 計画的・系統的な計画の作成

※単元指導計画の作成

②課題解決型の指導⇒生徒が自己の課題

を把握（発見）

「課題解決の方法を考える」

「練習方法を選択する」

「練習方法を工夫する。」

ダメな授業…教師の指示だけで終わる授業

生徒は指示に従って運動を行うだけ

求めら
れてい
る指導

タイムキーパー
している教師

課題解決型の授業は、児童・生徒が考えながら選択したり工夫する授業です。ダメな
授業は、全て教師の指示で終わる授業です。教育実習でよく見られるのは、教師役
がタイムキーパ―している姿です。もっと児童・生徒の中に入って課題解決へのアド
バイスをしたり、できばえを評価してください。できないことが少しでもできたらたくさん
褒めてあげてください。【クリック】
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授業が「楽しい」理由(中学生 男子)

平成27年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果(文部科学省)

目標
提示

助け
合い

話合
い

役立
つ

振り返
りの場

この求められる授業の背景には、毎年文部科学省が実施している「児童・生徒の体
力、運動能力調査結果」に示されている「授業の楽しさの調査」にあります。「目標が
提示してあるか」「どんなことに役に立つのか」「助け合いの場面がある」「話し合いの
場がある」「振り返りの場面がある」が楽しさにつながっているということです。この傾
向は、令和の時代も同じでした。【クリック】
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例：本時の流れを模造紙で作っ

ておくorキーワードを板書。

板書も
大事で
すが？

(例)体育館での授業

これは小学校の器械運動の授業ですが、本時の目標や流れが示されています。板
書もいいですが、【クリック】
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例：本時の流れを模造紙で作っ

ておくorキーワードを板書。

プリントした
ものを掲示
する方がよ
りベター！

(例)グランドでの授業

プリントしたものを掲示してもいいです。小学校では日常の授業ですが、中学、高校
ではあまり見られないのが残念です。【クリック】
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授業中の指示

・話合いなど (例)高校での授業

話し合い活動は、課題の確認や解決に向けての活動で活用されるようになってきて
いますし、【クリック】
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授業後の振り返り

・話合い

・学習カード

・グループ

ノートなど

(例)小学校での授業

「振り返りの場」は、課題ごとの話し合いやまとめの時間帯での学習カード記入などが
あます。【クリック】



領域
(単元)名

○運動領域[体つくり運動、器械運動、陸上競技
水泳、球技、武道、ダンス、体育理論]を記入
（運動種目等を記入）

例: E球技 ゴール型 バスケットボール

運動の
特性

○機能的特性
○効果的特性
○構造的特性 について記入する
※中・高等学校学習指導要領解説を参考に記入

領域
(単元)
の目標

※学習指導要領に基づいて記入
（１）技能
（２）態度
（３）知識、思考・判断

の順で全て記入
※観点も（ ）で記入

領域と指導要領
どおりに書く

知識及び技能
思考力、判断力、表現力等
学びに向かう力、人間性等

次は、求められる体育学習の指導案のつくり方です。必ず記載するのは①単元名
単元名は学習指導要領どおりに、領域名と種目名等を書きます。次に運動の特性で
す。そして、単元の目標も観点別に記載します。【クリック】
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運動の特性

運動の楽しさに着目して特性が考えられ
ている。

※ 運動の機能的特性

（運動の教育）：必要充足 欲求充足

必要充足・・・「（体操）体つくり運動」

欲求充足・・・「スポーツ・・・競争的、克服的、

達成的」 「ダンス」

どこに書いて
あるの？

学習指導要領(解説)の領域表示の下の文

運動の特性のうち、最初に書くのは機能的特性です。機能的特性は、その運動の構
成内容と楽しさの心理的充足を示しています。そしてそれは、学習指導要領解説の
各領域表示の下の文章が機能的特性にあたります。【クリック】

13



機能的特性
どこに書いてあるの？

この文が機能的特性
を示しています。

例えば、中学校のE領域の球技 ゴール型 バスケットボールでは、「球技は、ゴール
型…運動である。」と書いてあるところが機能的特性です。【クリック】
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運動の特性

• 運動の効果的特性

運動の身体に与える影響に着目して特性が

考えられている。

・運動の構造的特性

運動の技術的な構造に着目したとらえ方。

どこに書いて
あるの？

どこに書いて
あるの？

球技領域のみ
指導要領(解説)の○○型の下の文

ない

自分で
考える

体力面
を書く

次の効果的特性は、学習指導要領解説には書いてありません。この運動をするとど
んな能力が高まるのかを体力面を中心に自分で書いて下さい。次に書く構造的特性
ですが、その運動やスポーツの技術的構造がかかれているのですが、明確に書か
れているのは球技領域のみです。書いてあるのは、技能の説明箇所で、〇〇型の説
明文です。【クリック】
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運動の特性

• 運動の効果的特性

運動の身体に与える影響に着目して特性が

考えられている。

・運動の構造的特性

運動の技術的な構造に着目したとらえ方。

どこに書いて
あるの？

どこに書いて
あるの？

球技領域のみ※
指導要領(解説)の○○型の下の文

ない

自分で
考える

体力面
を書く

ゴール型とは，ドリブルやパスなどのボール操作で
相手コートに侵入し，シ ュートやトライなどをして，一
定時間内に相手チームより多くの得点を競い合 うゲ
ームである。

球技領域の構造的特性は、「～のゲームである」と書いてあるところす。【クリック】
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・運動の構造的特性

運動の技術的な構造に着目したとらえ方。

どこに書いてあるの？

球技領域のみ※
指導要領(解説)の○○型の下の文

他領域はないの？

(例)高校 器械運動 領域表示の下の文
各運動の解説文

では、構造的特性は、球技領域だけ記載してあるのでしょうか。例えば、高校の器械
運動領域では、領域表示の下の文の機能的特性にあたる説明文に、その運動やス
ポーツの技術構造が書いてありますし、各種目の説明文にも技術構造が書いてあり
ます。ですから構造的特性を書かなくてもいいのです。【クリック】
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C 陸上競技 エ 走り幅跳び

陸上競技は，「走る」，「跳ぶ」及び「投げ
る」などの運動で構成され，記録に挑戦し

たり，相手と競争したりする楽しさや喜び
を味わうことのできる運動である。

陸上競技を行うことで全身持久力や瞬発
力が高まる。また、走り幅跳びでは巧緻
性や跳躍力が高まる。

書かなくてもいいです

このことから、陸上競技の走り幅跳びを例にとると、機能的特性と効果的特性だけで
、構造的特性は書かなくてもいいです。【クリック】
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・運動の構造的特性

運動の技術的な構造に着目したとらえ方。

どこに書いて
あるの？

球技領域のみ※
指導要領(解説)の○○型の下の文

他領域では、領域表示の下や各運動の解説
に運動の構成や技術について書いてあり、指
導内容にも書かれている。
だから、構造的特性として書かなくてもよい。

球技領域以外の領域では、球技の〇〇型の説明文のようにまとまって書いてありま
せんし、機能的特性や指導内容に構造的なことが記されているので、構造的特性は
書く必要はないと思います。【クリック】
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C 陸上競技 エ 走り幅跳び

陸上競技は，「走る」，「跳ぶ」及び「投げ
る」などの運動で構成され，記録に挑戦し

たり，相手と競争したりする楽しさや喜び
を味わうことのできる運動である。

陸上競技を行うことで全身持久力や瞬発
力が高まる。また、走り幅跳びでは巧緻
性や跳躍力が高まる。

書かなくてもいいです

書くとしたら？

でも、もし教育実習で陸上競技の「構造的特性」も書きなさいとの指示があったら、【
クリック】
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運動の特性

• 運動の効果的特性

運動の身体に与える影響に着目して特性が

考えられている。

・運動の構造的特性

運動の技術的な構造に着目したとらえ方。

どこに書いて
あるの？

どこに書いて
あるの？

球技領域のみ※
指導要領(解説)の○○型の下の文

ない

自分で
考える

体力面
を書く

陸上競技は，「走る」，「跳ぶ」及び「投げる」な
どの運動で構成され，短距離走やリレー、長

距離走、走り高跳び、走り幅跳びの各種目が
ある。

機能的特性の前半にその運動の技術的内容が書いてあるので、その内容を書いて、
後半に、その単元で行う種目名を書いて、「～の種目がある」とすればいいです。【ク
リック】
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２ 体育学習の指導案(単元目標)

体育学習

ハンドブック

(神奈川県立

体育センター

H25,3 )より

学習指導要領(解説)の で囲ま
れた中の文章の語尾を変えて単元
目標にします。

学習指導要領(解説)の
1 知識及び技能
2 思考力、判断力、表現力等
3 学びに向かう力、人間性等

の順に記載する

次に、単元目標の書き方です。学習指導要領解説の観点別に四角で囲まれた箇所
がありますが、その中の文章の語尾を変えて単元目標とします。【クリック】
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単元目標(知識及び技能)(高バスケ)どこを書くの？
「解説」の知識及び技能の
の関連個所を書き、語尾を変える
※語尾は こと⇒身に付ける

～を身に付ける。

知
識

技
能

～を身に付ける。

例えば、高校の入学年度のE領域、球技(バスケットボール)では、前半の知識に関

する内容とゴール型の技能に関する説明文の語尾を「身に付ける」に変えて目標とし
ます。【クリック】
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単元目標(思考力、判断力、表現力等)

(学びに向かう力、人間性等)

(例:高球技バスケ)

～を身に付ける。

～を身に付ける。

同じように、「思考力、判断力、表現力等」と「学びに向かう力、人間性等」も□の中の
語尾を変えて単元目標とします。【クリック】



評価規準のつくり方

評価規準はだれが考えるの？

① 文部科学省

② 各都道府県教育委員会

③ 各学校

④ 授業担当者

答え ③と④

次に評価規準のつくり方、考え方です。評価規準は研究授業用の指導案には記載
します。では、評価規準はだれが作るのでしょうか。答えは、学校と授業担当者です
。【クリック】
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評価規準のつくり方

評価規準

① 内容のまとまりごとの

評価規準

※単元ごとの評価規準

② 学習活動に即した

評価規準

※指導内容ごとの評価規準

ではどのように評価規準をつくればいいのでしょうか。評価規準には単元の評価規
準(内容のまとまりごとの評価規準)と学習活動に即した評価規準があります。【クリッ
ク】
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「国立教育政策研究所の
参考資料」を参照にして
「内容のまとまりごとの評
価規準」(高校学年は旧指
導要領に準じた「盛り込む
べき事項」)を写してよい

指導要領に準じた評価規準は？
(高校3学年は旧指導要領)

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

単元の評価規準(内容のまとまりごとの評価規準)は、国立教育政策研究所の参考資
料から「内容のまとまりごとの評価規準」を、高等学校3学年は、旧学習指導要領に
準じた「評価規準に盛り込むべき事項」を単元の評価規準にしてもいいです。【クリッ
ク】
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観点別の「単元目標」
の語尾を変えればよい。

もし、評価規準がわからなければ

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

もし、国立教育政策所の参考資料が見られない場合は、「単元目標」の語尾を変え
て評価規準としてもいいですし、大学の教育実習の手引きの後半に記載してありま
すので参考にしてください。それらが手元にない場合は、単元目標の語尾を変えれ
ば評価規準になります。【クリック】



内容のまとまりごとの評価
規準は、「単元目標」の語
尾を変えればよい。

単元目標の
語尾を変え
る
「～をしてい
る」

単元目標
の語尾を変
える
「～をして
いる」

「知識及び技能」の単元
目標の語尾を変える
「知識」は
「～を理解している」
「技能」は「～ができる」

思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

現行学習指導要領では、評価の観点の表記が変わっていますので、確認してくださ
い。それぞれの観点別の単元目標の語尾をこのように変えて評価規準としてもいい
です。【クリック】
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高校 新学習指導要領(平成30年告示)解説
保健体育編 (陸上競技 入学年次)

「知識及び技能」の単元目標

学習指導要領(解説)の「走り幅跳び」
1 知識及び技能の「知識」

学習指導要領(解説)の「走り幅跳び」
1 知識及び技能の「技能」

両方記載走り幅
跳び

の評価規準
を身に付ける

「～を理解している」

～ができる
知識・技能

例えば、高校の陸上競技の「走り幅跳び」では、学習指導要領の解説に「知識及び
技能」の知識と技能が別々に記載されています。両方を記載して語尾を知識は、「理
解している」とし、技能は、「～ができる」として評価規準としてもいいです。【クリック】
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高校 新学習指導要領(平成30年告示)解説
保健体育編 (陸上競技 入学年次)

「思考力、判断力、表現力等」の単元目標

を身に付ける

の評価規準思考・判断・表現

をしている

同じく、「思考力、判断力、表現力等」については、語尾を「している」に変えて評価
規準としてもいいです。【クリック】
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高校 新学習指導要領(平成30年告示)解説
保健体育編 (陸上競技 入学年次)

「学びに向かう力、人間性等」の単元目標

走り幅
跳び

をしている

の評価規準

を身に付ける

主体的に学習に取り組む態度

「学びに向かう力、人間性等」についても語尾を「している」に変えて「主体的に学習
に取り組む態度」の評価規準としてもいいです。【クリック】
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教育実習の手引きの表記

評価規準について、教育実習の手引きの後半に記載してあるといいましたが、令和4

年度の教育実習の手引きでは、どのような内容になっているかというと、【クリック】
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教育実習の手引きの表記

中学校の第3学年の例では、陸上競技では内容のまとまりごとの評価規準としてこの

ように記載されています。観点別の内容は、学習指導要領の解説に記載されている
内容が基になっています。【クリック】
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学習活動に即した評価規準
※指導内容ごとの評価規準

指導内容…全ての指導の観点に例示

が掲載してある。

※例示の語尾を変える

評価規準…知識 ～を理解している

技能 ～ができる

思考・判断・表現 ～をしている

主体的に…態度 ～をしている

次は、学習活動に即した評価規準の基本的な考え方です。学習指導要領の解説で
は、評価規準に関係する指導内容が、全ての観点別指導内容に「例示」として示さ
れています。その例示に示された内容の語尾を変えて評価規準としてもいいです。
語尾は、指導の観点ごとに異なります。【クリック】
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(例)高校 E 球技ゴール型バスケットボール

入学年次 知識

1

2

3

4

知
識

～を理解している。

高等学校の球技を例にすると、「知識及び技能」では、「知識」と「技能」の指導内容
が別々に示されています。知識は4つの例示があり、指導する例示内容の語尾に「～
を理解している」を付ければ評価規準になります。【クリック】
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(例)高校 E 球技ゴール型バスケットボール

入学年次技能 (安定したボール操作)

1

2

3

技
能

「技能」では、安定したボール操作として3点示されており、【クリック】
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(例)高校 E 球技ゴール型バスケットボール

入学年次技能 (空間を作りだすなどの動き)

4

5

6

7

8

技
能

～ができる。

空間を作りだすなどの動きとして、5点示されているので、技能としては8つの指導内

容があり、指導する内容の語尾を「～ができる」とすれば、評価規準になります。「思
考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」は、語尾を「～をしている」として評
価規準にします。【クリック】
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②学習活動に即した評価規準
その日に指導する内容の評価

または、その日の段階の評価

その日の段階の評価
単元計画…はじめの段階

なかの段階
おわりの段階

学習活動に即した評価規準の考え方ですが、基本は、その日に指導する内容(指導
内容の例示など)です。または、その日の指導段階の評価規準は、「はじめ」「なか」「
おわり」の各段階で指導する内容が基本となります。【クリック】
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①

③

1～2 3～4 5 ～ 7 8 ～ 10

はじめ なか① なか② おわり

各段階の指導内容、語尾を変えて評価規準

② ③ ④

④主学

この表記は神奈川県で指導している方法ですが、日体大で学習した表記方法では、
指導計画と評価計画を縦書きにしています。ただ、単元計画の各段階で指導内容
は異なりますので、基本は、指導計画に沿ったその日に指導する内容(例示等)の語
尾を変えて評価規準とします。【クリック】
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評価規準と評価方法(記載例)
体育学習ハンドブック(神奈川県立体育センター H25,3 )より

学習活動に即した
評価規準は、

本時に指導する
指導内容(例示)の
語尾を変えて記載

学習活動に即した評価規準はどうするの？
(例:研究授業時の評価規準)

観点別はその時間、または前後の指導内容

体つくり運動は「技能」の評価規準はなし

なお、体つくり運動は、できばえが目標ではないので、「技能」の評価規準は作成し
ません。【クリック】
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「学習活動に即した評価規準」の作り方

「知識」の
例示の語
尾を変える
「～を理解
している」

「技能」の
例示の語
尾を変える
「～ができ
る」

例示の語尾
を変える
「～をしてい
る」

「例示の語
尾を変える
「～をしてい
る」

思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

知識・技能

各評価の観点の指導内容の語尾をこのように変えて「学習活動に即した評価規準」
にしてください。【クリック】



その日、5時間目の学習
活動に即した評価規準

技
能

指
導
計
画

態
度

知
識

思
判

②

④①⑥

①②

④

⑤

技
能

知
識

思
判

学
人

③

例えば、5時間目の学習活動に即した評価規準は、どのように作ればいいでしょうか
。【クリック】
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技
能

指
導
計
画

態
度

知
識

思
判

①

③①⑥

①②

④

知識
②

技能
③

思判
なし
①

主態
なし
④

⑤

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準

③

5時間目の評価規準は、「知識」は例示の②の内容、「技能」は③の内容、「思考・判
断・表現」はなし、「主体的に学習に取り組む態度」は「なし」になります。しかし、4観
点書きなさいとの指示があった場合は、5時間以前の指導内容、または、この後の指
導内容を語尾を変えて評価規準としてもいいです。【クリック】
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高校 新学習指導要領(平成30年告示)解説
保健体育編 (陸上競技 入学年次)

「知識」と「技能」の例示は別々に掲示している

知識

1

2

3

を理解している

「知識」は②の例示の内容の語尾を「理解している」とします。【クリック】
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高校 新学習指導要領(平成30年告示)解説
保健体育編 (陸上競技 入学年次)

1

2

3

技能

ができる

「技能」は③の内容の語尾を「～ができる」に変えて評価規準とします。【クリック】
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高校 新学習指導要領(平成30年告示)解説
保健体育編 (陸上競技 入学年次)

1

2

3

4

5

6

7

思考力、判断力、
表現力等

～をしている

思考・判断・表現

「思考・判断・表現」は①の内容の語尾を「～をしている」に変えます。【クリック】
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高校 新学習指導要領(平成30年告示)解説
保健体育編 (陸上競技 入学年次)学びに向かう力、

人間性等

1

2

3

4

5 ～をしている

主体的に学習に
取り組む態度

「主体的に学習に取り組む態度」は④の内容の語尾を変えて評価規準とします。【ク
リック】
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①

③

② ③ ④

④

技能
④

思判
③④

主学
なし

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準各段階の指導内容、語尾を変えて評価規準

主学

知識
②③

1～2 3～4 5～7 8～ 10

はじめ なか① なか② おわり

また、赤枠の「なか②」の段階の評価規準は、その段階で指導する予定の指導内容(

例示)の語尾を変えて評価規準としてもいいです。【クリック】
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＜評価方法＞

☆観察法：教師が学習活動から生徒の様相を見て取る
※関心・意欲は態度になって表れる

☆学習カード：記述欄から（内面を表面化させて）見る

※「評価資料」の観点から、「学習カード」の重要性は高い

☆技能テスト（スキルテスト）

☆その他：面接、質問紙、作品、ノート、レポートなど

なお、評価方法はこの4点が主な方法になると思いますが、中心となる評価方法は、
授業中の観察と学習カードが中心のようです。【クリック】
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お疲れ様でした！

お疲れ様でした。教員採用試験の二次試験対策は、6月にホームページにアップす
る予定です。【クリック】
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